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抗 菌 物 質 産 生 海 洋 紅 色 硫 黄 光 合 成 細 國 Chromatium 一 へ の 遺 伝 子 導

λ 系 の 開 鳧 　 （ 東 京 燬 工 大 ・工 ・物 質 生 物 工 ） OJ ．G ．パ ー ジ ェ ス ・
川 口 竜 二 ・

山 田 晃 世 ・須 藤 広 明 ・早 出 広 司 ・松 永 　 是

1 ） 目 的 　 Chve ．matium ＿ s しrain 　 NKPB 　 O31704 は、　光 捕 獲 色 素 ．複 合 体 付 近 に 局 在

化 す る 抗 菌 物 質 を 生 産 で き る 海 洋 光 合 成 細 鬮 で あ る。　そ こ で、　本 研 究 で は、　そ の 遺 伝 子 レ

ベ ル で の 解 析 の た め に 9．RU−g2u ．zg−1t−u−m　 st ．眺 PB　 O31704 へ 遺 伝 子 導 入 系 の 開 発 を 行 っ た。

さ ら に 、　抗 菌 物 質 の 生 合 成 に 必 要 な 遺 伝 子 を ク ロ
ー

ニ ン グ し た 。

2 ＞ 方 法．お よ び 結 果 　一1．21！；．IL111一｛Lt 　 へ の 遺 伝 子 導 入 系 の
一

つ と し て 被 伝 達 能 を 有 す る プ

ラ ス ミ ド お よ U 接 合 伝 達 能 を 有 す る 單 cherichia 　 coli 　 S17 −．ユを 用 い た 接 台 伝 達 を 検 討 し、

接 合 効 率 の 良 い ベ ク タ
ー

を 様 々 な 広 篠 主 域 お よ び 光 合 成．細 菌 由 来 あ る い は 大 腸．菌 由 来 の レ

プ リ コ ン を 育 す る プ ラ ス ミ ド か ら 検 索 し た
D 。　そ の 結 果、　プ ラ ス ミ ド PBR325 由 来 で 被 伝 達

能 が 付 与 さ れ た プ ラ ス ミ ド pSUP2e2 を 周 い た 場 合、　 9．2u．g．2u −：mg．gt．1upへ の 接 合 導 入 が 可 能 で あ

っ た 。　し か も そ の レ ブ リ コ ン に よ り、　プラ ス ミ ド は 囲 体 内 に 安 定 に 保 ．持、　複 製 さ れ る．こ と

が 確 認 さ れ た。　こ の こ と に．よ り プ ラ ス ミ ド pSUP202 は、　⊆．一 の シ ャ ト・ル ベ ク タ ー

と し て 用 い る こ と が 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ、　初 め て ChVomatiaceae に お け る シ ャ ト ル ベ

ク タ ー を 用 い た 遺 伝 子 導 入 系 が 確 立 ざ れ た。　
一

方、　本 菌 株 の 抗 菌 物 質 産 生 能 は 、　光 捕 獲 色

素 複台 体 付 近 に 局 在 し そ の 生 合 成 と 深 く 閲 与 し て い る と 推 測 さ れ た。　｛ こ で λ ZAPI1 　ク ロ

ー
ニ ン グ ベ ク タ ーを 用 い て 、 9．R．1L− −y−z−g−gt“un の 遺 伝 子 ラ イ ブ ラ リ ーを 構 檠 し、　P　C　R法 に よ り

得 ら れ た Rhodobactev 一 の 光 捕 獲 色 案 複 含 タ ン パ ク 週 伝 子 を プ ロ ーブ と し、　g．

Eglr．R．1L；．g．！．1L1la　t　u　rnよ り 抗 菌 物 質 の 生 禽 成 に 関 与 す る と 考 え ら れ る 光 捕 獲 色 素 複 合 タ ン パ ク 壌 830
’

遺 伝 子 断 片 の ク ロ
ー

ニ ン グ し．　現 在 モ の 解 析 を 進 め て い る 。

ODnsruction　of　a　gene　transfeT　system 　far　the　marinc 　9ulphur 　photosynthetic　bacteriurn　Ch7amatii，　onpzarpurattpn 　which 　Droduces　antibiedcs ：

」．（irant　Burgess，　Ryuji　Kawaguchi ，　Akiyo　Yamada，　Hiroaki　Sudo，　K （ホSo己o　and 馳 shi　Ma 蝕 m 昭 a （Department　of　Biotechnology，　Tekyo
University　ofAgdculture　and 　Technology）

　　　　　　磁 性 細 菌 の 磁 気 微 粒 子 生 成 に 関 与 す る 遺 伝 子 の 解
’
析

　 U4
　 　 　 　 　 　 （東 京 農 工 大 ・工 ・物 質 生 物 工 〉　 　 　 　 ・

　 　 　 　 　 　 O 中 村 　 史 ・阪 口 利 文 ・」．G．　 Burgess ・
早 出 広 司

・松 永 　 是

1 ） 目 的 　 当 硫 究 室 は 、　磁 性 細 菌 AMB −1 株 の 磁 気 傲 粒 子 生 成 能 を 欠 坦 し た ト ラ ン ス ポ ゾ ン

変 異 株 を 有 し て お り、　こ の 変 異 株 か ら ト ラ ン ス ポ ゾ ン を 含 む ク ロ モ ゾ ーム 断 片 の 分 離 、　ク

ロ ー
ニ ン グ に 成 功 し て い る

1 ］。　本 研 究 で は、　変 異 株 の HM5 株 か ら 分 離 し た 変 異 部 位 断 片 を

プ ロ ーブ と し た ノ ーザ ン ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー
シ ョ ン を 行 い 、　こ

．
の 遭 伝 子 の 発 現 に つ い て 解 析

す る こ と 、　ま た、　こ の 遺 伝 子 の シ
ー

ク エ ン ス を 行 い 。　遺 伝 子 解 析 を 行 う こ と を 目 的 と し た。
．

2 ） 方 法 及 び 結 果 　 ノ ー ザ ン ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー
シ ョ ン を 行 う

．
に あ た り、　は じ め に NM5 株 の

ト ラ ン ス ポ ゾ ン を 含 ん だ 勲 RI 断 片 を ク ロ ーニ ン グ し た ブ ラ ・ス ミ ド pCN5 か ら ク ロ モ ゾ ・一ム

の 領 域 を 触 RI、　ua．Rga　l に よ っ て 切 断 分 離 し、　こ れ を プ ロ
ーブ DNA と し た。　磁 性 細 菌 の 培 錠 条

件 と し て 、　通 常 の 鋏 イ オ ン 濃 度 （30 μ M ） の MSGM 　tg 堀 で 、　 微 好 気、　好 気 条 件、　 さ ら に 鉄 イ オ

ン 浪 度 を 制 隈 し た 培 地 （5 μ M 以 下 ） で 微 好 気 条 件 の 3 種 の 培 養 条 件 を 設 定 し、　そ れ ぞ れ の

条 件 で 培 餐 し た 対 数 中 期、　後 期 の 細 胞 （2．4xlOg 　 cells ）か ら グ ア ニ ジ ン チ オ シ ァ ネ ー ト 、

塩 化 リ チ ウ ム を 用 い て mRNA を 抽 出 し た。　こ の RNA サ ン プ ル を ド ッ ト ブ W ッ ．ト し、 上 記 の プ

ロ
ーブ を 用 い て ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ S ン を 行 っ た。　モ の 結 果、 鉄 イ オ ン 濃 度 を 制 限 し た 条

件 の RNA サ ン プ ル の み 強 い 発 色 が 検 出 さ れ、 他 の サ ン プ ル か ら は 痕 跡 程 度 し か 検 出 さ れ な

か っ た ，　こ

．
の こ と か ら NM5 株 が 欠 損 し て い る 遣 伝 子 は、 飲 イ オ ン 濃 潼 で 発 現 が 制 御 さ れ て

い る 遺 伝 子 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た．　楽 た、　pCN5 の デ レ ー シ ョ ン ク ロ ー ン を 作 製 し 、

HM5 株 の 変 異 部 位 遺 伝 子 の シ
ー

ク エ ン ス 、　塩 基 配 列 の コ ン ピ ュ
ー タ ー解 析 も 行 っ た e

1）
．T ．　Hatsunaga 　et 　a1 ．；　」 ．　Bacterio1 ．，　ユレヱ亘，　2748 −2753 　（199 ．2 ）
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